豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２７年４月号

春ですね。　今月も連携便りをお届けいたします。　
　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２７年５月１２日（火）　午後６時５０分から

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
●松田正史先生が、施設で「看取る」ことができた症例の話をされます。在宅や施設で看取っていくにはどうしたら良いのか？４月から二人の先生が勤務されています。齋藤崇先生と良田千晶先生です。自己紹介があります。是非参加をお願いします。
●今回は、良田裕平先生が自己紹介します。
内科の良田裕平（よしだゆうへい）です。
H19年4月から豊栄病院に来ています。H5年に新潟大学を卒業後、大学病院で昔の3内（今はこのような呼び方はされないそうです。時代は変わりましたね。）と2内で研修後、長岡中央綜合病院で2年目の研修と3内入局後の1年目を過ごしました。ここで消化器内科のベースが出来ました。H9年に3内大学院に入学、医動物学教室で約4年間主にマウスの肝におけるリンパ球、自己免疫関連の研究を行い学位を取得しています。大学院終了前から研究班としては肝臓のグループに属していました。大学院終了後は上越の新潟労災病院、長岡赤十字病院、会津の竹田総合病院で消化器内科医として消化管（内視鏡治療など）、肝胆膵（ラジオ波焼灼、胆管ドレナージ、ERCPなど）を一通り行ってきました。高度の専門性は持っていませんが、消化器に限らず内科的な普通の疾患は普通に診療、対応出来るようにしたいと考えています。専門医は内科学会、消化器病学会、消化器内視鏡学会から認定されています。H19年に一緒に来た小林真先生は肝臓疾患、この春から来る齋藤崇先生は消化管疾患に強い先生です。宮島院長とこれらの先生と協力して、また、近隣の先生方のご支援をたまわりながら豊栄病院消化器内科の分野を支えたいと思います。よろしくお願いします。
●今回OSCも良田裕平先生が書いてくれました。

今回は胃の粘膜下腫瘍（GIST：消化管間質腫瘍gastrointestinal stromal tumor）の話題を提供いたします。症状なし。【検診バリウム検査】で異常を指摘されて紹介受診しています。
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【胃カメラ】では頂部に潰瘍を伴う粘膜下腫瘍、
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【CT】では胃の壁外に進展した腫瘍（左の腎臓と膵や脾動脈にも接していました。）　　　　　　　　
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【病理】でGISTを強くうたがわれて当院外科から大学の第一外科に紹介していただきました（良田裕平）。
●編集　花見で飲みすぎないように。副院長柄澤良
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